
福島県における2021年度（令和３年度）の温室効果ガス排出状況について

 2021年度の温室効果ガス総排出量15,433 千t-CO2から森林等吸収量1,527 千t-CO2を差し引いた実排
出量13,906 千t-CO2は、基準年度（2013年度）の実排出量17,034 千t-CO2と比較して、18.4 %減
少した。

 新型コロナウイルス感染症の影響で落ち込んでいた経済の回復等によるエネルギー消費量の増加等に
より、2021年度の温室効果ガス総排出量は前年度（2020年度）から2.0 ％増加したが、温室効果ガ
ス実排出量の2021年度削減目標（▲15％）は達成している。

▲3,128 千t-CO2

（▲18.4 ％）
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福島県における2021年度（令和３年度）の温室効果ガス排出状況について

 2021年度の温室効果ガス総排出量15,433 千t-CO2のうち、二酸化炭素が91.1 ％を占めた。
 二酸化炭素の部門別排出内訳は、産業部門31 ％、運輸部門26 ％、民生業務部門18 ％、民生家庭部門

21 ％、廃棄物部門4 ％だった。

温室効果ガスのガス種別排出割合 二酸化炭素の部門別排出割合

※

※HFCs等４ガス
ハイドロフルオロカーボン類
パーフルオロカーボン類
六フッ化硫黄
三フッ化窒素

製造業
農林水産業
鉱業
建設業

自動車
鉄道
船舶
航空

オフィス
宿泊施設
飲食店
娯楽施設
病院
学校 等

一般廃棄物の焼却
産業廃棄物の焼却
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